全国農業高等学校長協会
Ⅰ　アグリマイスター顕彰制度　実施要項（平成２７年度前期）
第１条　目　的　　全国の農業系学科等に在籍する生徒が目的を持って意欲的に学習に取り組むことを促すには、生徒が身につけた知識・技術・技能を積極的に評価することが重要である。
そこで、本協会では、農業系学科等生徒が日頃の農業学習や職業資格の取得、技術・技能検定の合格を通して、農業に関する知識・技術・技能を習得し、自信と誇りを持って、産業界で活躍できるよう励ますことを目的として、アグリマイスター顕彰を実施する。
第２条　認　定　　取得した資格や合格した検定試験および各種競技・コンクール等での優秀な成績等をアグリマイスター顕彰区分表 (以後、「区分表」)から得点に換算し、合計した点数により、それぞれ「アグリマイスターシルバー」（３０点以上４５点未満）、「アグリマイスターゴールド」（４５点以上６０点未満）、「アグリマイスタープラチナ」（６０点以上）に認定する。但し、アグリマイスターシルバーは、区分表Aの得点が２０点以上、アグリマイスターゴールドは区分表Aの得点が３０点以上、アグリマイスタープラチナは区分表Aの得点が４０点以上あるものとする。
学校農業クラブ活動等において大臣賞を受賞したものは、「アグリマイスターゴールド」（５０点相当）とする。
なお、「アグリマイスターシルバー」の取得者で、「アグリマイスターゴールド」を申請する者のように上位のマイスターを申請する場合は、改めて今期区分表で再計算し、各マイスターの認定基準を満たした場合に限り認定する。
· 同一の資格・検定試験及び競技会・コンクールにおいては、ランク上位のもののみを得点として計算する。
第３条　日　程　 Ｑ＆Ａのホームページへの公開　　 ６月  １日（月）以降
申請期間　　　　　　　　　　　　６月２９日（月）～ ７月２４日（金）認定委員会の開催予定日　　　　　７月３１日（金）予定
認定証の送付予定日　　　　　　　８月１７日（月）前後送付予定
区分表記載以外の資格・検定等の協議書（以後、「協議書」）の申請期間
８月３日(月)～８月１４日（金）
第４条　区分表　　別紙「アグリマイスター顕彰区分表」に定める。
　　　　　　　　　　※「区分表」は、年度毎にその内容を見直す（生徒指導等には留意）。
第５条　生徒の申請手続き
資格等取得及び各種競技・コンクール等による表彰適格生徒は、アグリマイスター顕彰制度申請書（様式１）に、必要事項を記入し、資格の合格証書並びに競技の成績が分かる書類の写しを添えて、申請料４００円とともに所属学校長に提出する。
第６条　申請手続き
（１）　所属学校長は、アグリマイスター顕彰制度推薦についての推薦名簿（様式３－１）及びアグリマイスター顕彰制度取組状況表（様式４）を作成し、生徒から提出された書類(様式１)を添えて、農業校長会都道府県理事校に一般書留で送付する。同時に、推薦名簿（様式３－１）のブック（ファイル）全体をＣＤ－Ｒに保存し、各都道府県事務局に送る。なお、各学校は生徒氏名と整理番号の控えを保存しておく。
※各様式は、下のＵＲＬからダウンロードできます。
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（２）　都道府県理事は様式５を作成し全国農業高等学校長協会事務局に各校の様式１及び様式３－１、様式４、様式５及び各校から提出されたＣＤ－Ｒに保存された様式３－１を含むブック（ファイル）を１枚のＣＤ－Ｒに保存して、一般書留で郵送するとともに、申請料を第８条の口座に送金する。
第７条　申請料　申請１名１回につき４００円（送金期限日：平成２７年７月２４日(金)）
※認定証は申請料の入金の確認がとれるまで発行不可。
※どのような場合でも、申請する度に申請料は必要。
※原則として、納入済みの申請料は返却しない（誤った申請により認定されなかった場合も含む）。
第８条　送金方法　送金期限日（平成２７年７月２４日（金））までに都道府県理事は、様式５にもとづき、送金手数料を各都道府県で負担の上で申請料を以下のいずれかの口座へ送金する。

・口座名義：全国農業高等学校長協会　参加費
・銀行口座：みずほ銀行　恵比寿支店（普）１７５６９７１
・口座名義：全国農業高等学校長協会
・郵便口座：記号１０５４０—１４７８２１１１
第９条　認定証　認定委員会において認定された者には、８月１８（火）前後（予定）に送付する。
※認定証の到着が送付予定日より７日以上遅れている場合を除き、認定証の発送時期に関する問い合わせは行わないこと。問い合わせの回答に時間が割かれ、その分発送が遅れるので本協会からの回答は行わない。
第10条　特別表彰　後期申請後に認定委員会にて特別表彰規定にもとづき決定する。
第11条　協議書申請　区分表に載っていない資格等で、新たに区分表への掲載を希望する際は、別紙「協議書」を作成の上、申請期間中（８月３日（月）～８月１４日（金））に、要項・実績等の必要資料とともに全国農業高等学校長協会まで
ＦＡＸ（０３－５３５７－１６６７）で申請すること。
なお、上記の申請期間中に申請された「協議書」はアグリマイスター顕彰制度委員会で検討の上、平成２７年度後期の区分表に反映する。
 ※「協議書」は申請された期の次の期の区分表に反映されるので、「協議書」の申請は、受験する予定の資格等を、あらかじめ申請しておく等、計画的に行うこと。
第12条　問い合わせ　問い合わせはそれぞれメールでのみ受け付ける。
メールには必ず学校名、学科名、教員名、電話番号、内容を明記すること。
 ※　フリーメ－ルアドレスは使用しないこと（フリーメールアドレスは着信・受信拒否される場合があるため利用不可とする。必ずフリーメールアドレス以外のメールアドレスで問い合わせること）。
※　問い合わせ後３日以上経過しても回答が無い場合は、外部からのメールを受信できない設定になっている可能性が高いので、メールを管理している方に設定を変えてもらうか、外部からのメールを受け取れるメールアドレスから再度問い合わせること。
   ※　認定証の発送時期に関する問い合わせには、本協会からの回答を行わない（認定証の到着が送付予定日より７日以上遅れている場合を除く。）
◇アグリマイスター全般の問合せ
事務局担当： 倉本　荻野

E－mail
： aguri@zennokocyokai.org
Ⅱ　１　アグリマイスター顕彰制度実施規定
（趣　旨） 
　全国の農業系学科等に在籍する高校生が、高度な国家資格の取得や日本学校農業クラブ連盟主催等の検定試験に合格、また各種競技会等で優秀な成績をおさめるなど、優れた活躍をしている実態がある。
　全国農業高等学校長協会は、これらの生徒が目的意識を持って一層意欲的に学習に取り組むことを促す上で、農業系学科等生徒が身に付けた知識・技術・技能を積極的に評価することが重要であると認識し顕彰する。
（名　称） 
第１条　この制度は、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）と称する。
（目　的）
第２条　この顕彰制度を実施することにより、農業系学科等生徒が、職業資格の取得や技術・技能検定の合格や競技会・コンテストの成果を通して、農業に関する知識・技術・技能を修得し、自信と誇りを持って産業界で活躍できるよう励ます。
（組　織） 
第３条　この顕彰制度の運営を行うため、別に定める全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度委員会（以下「制度委員会」という。）を設置する。
第４条　この顕彰制度による認定を行うため、別に定める全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰認定委員会（以下「認定委員会」という。）を設置する。
（顕彰認定の基準と名称等） 
第５条　顕彰制度実施要項により、アグリマイスター顕彰に係わる区分表で、取得した資格や合格した検定、競技会・コンテストの成果をそれぞれ得点換算を行う。ただし、換算できる資格や検定等は、高校在学中に取得や合格したものとする。
　　２　得点の合計により、「アグリマイスターシルバー」・「アグリマイスターゴールド」・「アグリマイスタープラチナ」の称号を授与する。
　　３　アグリマイスターゴールド以上の取得者及びアグリマイスター顕彰指導に成果がある学校の中から、アグリマイスター顕彰制度特別表彰規程に該当した者及び学校を特別表彰する。
（認定対象となる生徒） 
第６条　この顕彰制度の認定対象となる者は、全国農業高等学校長協会に加盟している学校に在籍する生徒とする。
（認定証の授与） 
第７条　理事長は、認定委員会で推薦された申請者に対し、アグリマイスター認定証を授与する。
（認定の時期）
第８条　称号の認定は、毎年原則として８月、２月に行うものとする。
    ２  特別表彰は、毎年原則として２月に行うものとする。
（附　則）　 
　１　この規定は、平成２７年４月１日から施行する。  
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Ⅱ　２　アグリマイスター顕彰制度特別表彰規定
　全国農業高等学校長会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）でアグリマイスターゴールド以上の称号を授与された者及びアグリマイスター顕彰指導に成果がある学校の中より、特に農業技術・技能の向上が顕著である場合に特別表彰を実施する。
　特別表彰対象者は、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰認定委員会（以下「認定委員会」という。）が、以下の規定に基づいて認定する。
第１条　表彰の目的
　　全国的に優秀な生徒、学校を表彰することによって、顕彰制度の更なる活性化を目指すことを目的とする。
第２条　生徒特別表彰
（１）　生徒特別表彰の申請にあたっては、各校の校長は顕彰制度特別表彰規定にもとづき該当する生徒を推薦することができる。
（２）　認定委員会は、各学校から申請された候補者の中から、優秀と認めた者を精査し、特別表彰者として認定する。
（３）　特別表彰者には、賞状を授与する。
第３条　学校表彰
 （１）　学校表彰については、全国農業高等学校長協会加盟校からのアグリマイスター顕彰制度前期申請及び後期申請をもとに、認定委員会が申請者数や申請内容を精査し、顕著な成果が認められた学校を表彰するものとする。
 （２）　表彰にあたっては、成果を検証し、年度ごとに行うものとする。
 （３）　特別表彰の学校に、楯を授与する。
（附　則）
　１　特別表彰規程は、平成２７年４月１日から施行する。
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Ⅱ　３　アグリマイスター顕彰制度委員会規定
（目　的）
第１条　全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度実施規定にもとづき、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）を運営するため、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度委員会（以下「制度委員会」という。）を設置する。
（組　織） 
第２条　制度委員会は、全国農業高等学校長協会理事会（以下理事会）が選任した次に掲げる者で組織し、理事会は委員長を選任する。
一　高等学校の校長、副校長、教頭及び教員
二　全国農業高等学校長協会の事務局長、次長

（協議事項） 
第３条　制度委員会は、次の事項について協議する。 
一　顕彰制度の内容に関すること
      二　顕彰制度に係わる区分表に関すること
      三　顕彰制度の内容に関わる質疑や要望に関すること
      四　顕彰制度の認定に関わる事務処理（別紙「アグリマイスター顕彰制度実務流れ図」による）に関すること
　　　五　顕彰制度に必要な事項に関すること
六　その他
（会　議） 
第４条　制度委員会は必要に応じて理事長が召集し、委員長が会を主宰する。
（事　務） 
第５条　制度委員会の運営は、委員長が統括し、制度委員会事務局を全国農業高等学校長協会に設置して、事務を委任する。委員長は委員又は全国農業高等学校長協会の職員の中から制度委員会事務局長と事務局委員を指名し、理事会の承認を得る。
（雑　則） 
第６条　この規約に定めるもののほか、運営に関し必要事項は理事会に一任する。
（附　則）　 
　１　この規定は、平成２７年４月１日から施行する。
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Ⅱ　４　アグリマイスター顕彰認定委員会設置規定
（目　的） 
第１条　全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度実施規定にもとづき、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰制度（以下「顕彰制度」という。）の認定を行うため、全国農業高等学校長協会アグリマイスター顕彰認定委員会（以下「認定委員会」という。）を設置する。 
（組　織） 
第２条　認定委員会は、全国農業高等学校長協会理事会が選任した次に掲げる者で組織し、理事会は委員長を指名する。 
一　学識経験者 
二　民間有識者
（審議事項） 
第３条　認定委員会は、次の事項について審議する。 
一　顕彰制度の認定に関すること
二　特別表彰の認定に関すること
三　各省大臣賞への推薦に関すること
四　顕彰制度に関する助言に関すること
五　その他
（会　議）
第４条　認定委員会は、理事長が招集し、委員長が会を主宰する。
    ２  認定委員会は、毎年原則として８月、２月に行うものとする。
（事　務） 
第５条　認定委員会の運営は、委員長が統括し、認定委員会事務局は制度委員会の事務局が兼ねる。
（雑　則） 
第６条　この規定に定めるもののほか、認定に関し必要事項は理事長に一任する。
（附　則） 
　１　この規定は、平成２７年４月１日から施行する。
